


















3.スラロ ームについて

(1)走路の幅は1.3m、距離は30mとする。

(2)所要時間によって順位を決定する。

(3) 白色の旗門は前進、赤色の旗門は後進によって通過しなければならない。

(4)スタートより6mの地点の旗門と18m地点の旗門の通過は次のとおりとする。

※左右どちらから侵入してもよいが、2本目は1本日と逆回りをすること。（後進も同様）

※決められた通過方法により旗門間を、通過しなければならない。

(5)旗門を倒した場合は、1本につき所要時間に5秒を加算する。ただし、倒した旗門に再び触れた場合は

違反としない。

(6)通過の方法を間違えたままフィニッシュした場合は失格とする。ただし、フィニッシュラインに到達する

までならば、やり直すことができる。その場合のやり直しは、間違えた旗門より手前から行い、以後の

旗門をすべて正しく通過することが求められる。また、そのすべてが所要時間に含まれる。

(7)スラロ ーム旗門の位置
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4.知的障害者の部4X 100mリレーについて

(1) 出場チームは各施設・学校2チーム以内とする。

(2)チームのメンバ ーは男女混合4名で編成し、補欠も含め6名までエントリーできる。

(3)当日、競技開始1時間前までにリレーオーダー用紙を選手招集所へ提出する。なお競技開始30分前

までに、選手が集合しないチームは棄権とみなす。

(4)リレー出場者は、出場種目に制限なく出場できる。

(5) 出場チームが8チーム以上の場合は、組分けを行いタイムレースにより順位を決定する。

(6)タイムレースの結果、上位3チームには楯を授与する。

また、各組ごと1位～3位チームの選手にはメダルを授与する。

5.その他

(1)身体障害者の部の参加者については1人2種目とする。

知的障害者及び精神障害者の部の参加者については1人1種日とする。

ただし、知的障害の部の4X 100mリレーは除く。
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